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１．はじめに 

日常の道路交通では，道路利用者にとって旅行時間変動は少ない状態が望ましい．なぜなら，この旅行時間

の変動が大きい場合は，目的地までの旅行時間を正確に予測できないために，時間に余裕を持って出発する必

要が生じ，経済効率性の面でも道路の信頼性向上は重要である.時間信頼性を高めるための施策を立案するた

めには，道路のネットワーク上において時間信頼性を低下させる要因を明らかにすることが重要である.この

ような分析には，旅行時間(速度)がわかるデータが必要不可欠であるが， 従来用いられてきたトラフィック

カウンタ(以下，トラカン), VICS，ETC などの定点観測データにはごく限定された観測区間しかデータが得

られていないという課題があった.この問題に対し，近年，空間を限定せずに車両の速度等の走行状況を観測

しているプローブデータが注目されている.しかし，プローブデータには走行区間の偏りや，同一区間内で，

観測旅行時間にばらつきがみられるなどの課題も多い．これまで行ってきた研究ではプローブカーのデータ

のばらつきという問題から信頼性の高い分析を行うことができなかった．一方，従来用いられてきたトラカン

データは，観測区間は限られるものの，面的に車両を全数調査することが可能であり，プローブデータに比べ，

精度が高いといえ，プローブデータの変動を補正できる可能性がある．  

本研究では，プローブデータとトラカンデータの両方を使って広範囲の正確な速度情報・変動を推測する方

法の作成を試みた. 今回はその初期段階として，2 つのデータにどのような差異があるかを分析した．分析デ

ータとして，富士通交通・道路データサービス(以下，富士通)より提供いただいた業務用トラックのプローブ

データ及びトラカンデータを用いる. 

２．対象データの概要  

（1）富士通プローブデータ 

 本研究で対象とするのは，2015 年 8 月～2016 年 7 月の石川県及び富山県の一部を走行する業務用トラッ

クのプローブカーデータである．データは 1 秒ごとのプローブカーの位置情報であり，プライバシー保護のた

め出発地と到着地の半径 500m の情報は消されており，車両が 5 分以上停止すると新たなトリップとして記録

され，データ提供元の富士通が後から分析用のデータに加工している．  

（2）トラカンデータ 

 本研究では主に石川県内の国道8号線，国道157号線，国道159号線の一部交差点での2015年8月～2016年7月

月のトラカン観測交通量データを対象とする．  

３．分析区間  

 今回の分析では，トラカンとプローブデータを組み合わせた分析方法の検討の試験的な分析として，国道 8

号線上の西念交差点付近の立体交差点を対象としている(図-1 参照)．この場所は，(1)トラカンが設置されて

おりその情報との比較が可能である，(2)交通量が十分に多くプローブデータの数を十分に確保できる，(3)信

号交差点や分流部・合流部などが存在し(図-1 )，走行速度変動が予測される，という特徴のある区間である．

４．プローブデータとトラカンデータの比較 

分析方法の検討を行うためには 2 つのデータ間の差異を把握し，どのような補正が必要なのかを検討する必 
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要がある．補正の際，集計を細かくしすぎると，プ

ローブカーのサンプル数には限りがあるため，正確

な分析が行えなくなる可能性があり，適切な分析を

行える集計範囲を検討することは重要である．ま

ず，トラカンデータの時間帯別の走行速度データの

分散の最も大きい時間帯である 8 時台を，時間帯に

よる車両の走行速度への影響が最も大きいと考えら

れる時間帯とし，分析対象の時間帯とした．西念交

差点における 8 時台の富士通プローブデータとトラ

カンデータの時間帯別の速度を比較したところ，平

日・休日を考慮しない場合よりも，考慮した場合の

方が富士通プローブデータとトラカンデータの速度

の分散は小さくなった．次に，西念のトラカンデー

タの 8 時台の走行速度データについて，各曜日と祝

日を説明変数とした回帰分析を行ったところ，月曜

日～金曜日を「平日」として集計しても，適切な分

析を行える可能性を示せた．ここまでの分析結果の

表やグラフに関しては紙面の都合上割愛する．この

結果をもとに，平日で集計した 2015 年 8 月～2016 年

7 月の西念交差点の富士通プローブデータとトラカン

データの時間帯別の平均速度および標準偏差を比較

したところ，時間帯ごとの富士通プローブカーデー

タとトラカンデータの速度変動の傾向は似ており，

夜間はトラカンデータの速度の方が大きいという結

果が得られた（図-2，3 参照）.標準偏差のグラフよ

り，トラカンの変動が大きくなる 8 時台と 17 時台で

プローブデータの変動も大きくなっているこ 

とから，プローブデータのばらつきをトラカンデー

タで補正できる可能性が示された． 

５．まとめと今後の課題  

 今回までの分析で，プローブデータとトラカンデータの時間帯別の速度変動に類似がみられるため，プロ

ーブデータのばらつきをトラカンデータで補正できる可能性を示せた．今後は使用するトラカンデータを増

やし，西念交差点の他の場所でも富士通プローブデータとトラカンデータの間に西念交差点と同様の傾向が

みられるかを検証していくと共に，トラカンデータを用いたプローブデータの補正方法についても引き続き

検証していく．また，プローブデータとトラカンデータを用いた速度変動モデルの構築を検討していく． 
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図-1 西念交差点の概要 

 

図-2 プローブとトラカンの時間帯別速度比較 

 

図-3 プローブとトラカンの時間帯別速度標準偏差 
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